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千葉の⽜は狂⽜病と認定 英研究所が診断

千葉県⽩井⽒で⾒つかった狂⽜病（⽜海綿状脳症）の疑いのある⽜は
22⽇未明、 狂⽜病と確認されたことが明らかになった。
農⽔省から送付されたこの⽜の脳組織検体を検査した英国獣医研究所
が狂⽜病と 確定診断し、これを受けて同省は狂⽜病と認めた。

狂⽜病が発⽣したのは国内で初めてで、 ｱｼﾞｱでも初の事例になる。

2001年9⽉21⽇（⾦）毎⽇新聞

狂⽜病は脳の組織がｽﾎﾟﾝｼﾞ状になり運動失調などの神経症状を起こす病気で 1986年に初め
て英国で報告されました。
ﾋﾂｼﾞのｽｸﾚｲﾋﾞｰ病やﾐﾝｸの脳症など他の動物にも同様の病気は⾒られます。

ﾋﾄでは「ｸﾛｲﾂﾌｪﾙﾄ・ﾔｺﾌﾞ病」がその同類で歩⾏障害や痴呆などの症状が出ます。
100万⼈に⼀⼈の割合で発症し治療法はありません。
50才〜75才で発症頻度が⾼く、性別の頻度差はありません。

ｸﾛｲﾂﾌｪﾙﾄ・ﾔｺﾌﾞ病、狂⽜病、ｽｸﾚｲﾋﾞｰ病などは、 脳内で「ﾌﾞﾘｵﾝ」というﾀﾝﾊﾟｸ質が異常化し
て起こるため別名「ﾌﾞﾘｵﾝ病」とも呼ばれています。
ﾌﾞﾘｵﾝ・ﾀﾝﾊﾟｸは正常な脳細胞で作られ細胞膜に存在していますが、 構造上に変化を起こし
た異常ﾌﾞﾘｵﾝ・ﾀﾝﾊﾟｸは他の個体に感染して脳症を引き起こします。
最初の異常ﾌﾞﾘｵﾝ・ﾀﾝﾊﾟｸが鋳型となり次々と以上ﾌﾞﾘｵﾝ・ﾀﾝﾊﾟｸ が作られ 蓄積・凝集して
脳神経を変性させると⾔われています。

実験室での細胞ﾚﾍﾞﾙの研究では、以上ﾌﾞﾘｵﾝ・ﾀﾝﾊﾟｸはｸﾞﾘｱ細胞を刺激して ⼤量の活性酸素
を放出させ、培養脳細胞を死滅させました。

ｸﾞﾘｱ細胞 …脳神経細胞の⽣存を⽀える役割・⾼等動物ほどその数は多い
                  脳神経細胞を包み有害物質の進⼊を防ぐ⾎液脳関⾨を構成している

放出された活性酸素の種類はｽｰﾊﾟｰｵｷｻｲﾄﾞ（O2-）と⼀酸化窒素（No）です。

⼀酸化窒素（NO）は体内で作られる⽣理作⽤物質ですが、 過剰に作られると遺伝⼦に変移
を起こすと⾔われています。
低酸素状態で発⽣した⼀酸化窒素（NO）はその寿命が⻑く、 細菌感染・ｳｲﾙｽ感染や炎症な
どで⼀酸化窒素（NO）の産⽣量は100倍にｱｯﾌﾟします。



⼀酸化窒素（NO）はｽｰﾊﾟｰｵｷｻｲﾄﾞ（O2-）と反応して細胞毒性の強いﾍﾟﾙｵｷｼﾅｲﾄﾗｲﾄ に変わ
ります。

またこの実験では次のような結果も報告されています。

「ﾋﾞﾀﾐﾝEや含硫ｱﾐﾉ 酸ｼｽﾃｲﾝ が実験台となった細胞の死を防ぐ」

実験からﾔｺﾌﾞ病（ﾌﾟﾘｵﾝ病）発症原因の⼀つして活性酸素が考えられます。

活性酸素対策として抗酸化物質の摂取は⽋かせません。
そして細胞の死を防いだﾋﾞﾀﾐﾝE や含硫ｱﾐﾉ酸ｼｽﾃｲﾝ などには抗参加作⽤があります。

ﾋﾞﾀﾐﾝE は低酸素状態の改善や炎症時に発⽣する活性酸素にも有効です。
含硫ｱﾐﾉ酸（ｲｵｳを含んだｱﾐﾉ酸）を多く含む⾷品は「卵」です。


